受付期間：令和８年９月１１日（金）から令和８年１０月２７日（火）まで（受付期間内日付印有効）
令和８年　　月　　日
令和８年熊本地震にかかる
[bookmark: _Hlk80429779]令和８年度中小企業診断士第１次試験の受験手数料返還および科目免除期間延長申出書

経済産業省　中小企業庁
一般社団法人　日本中小企業診断士協会連合会　御中
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　
（氏名を自署してください。）

私は、令和８年熊本地震に伴う災害の影響により標記試験を受験することができなかったため、下記のとおり受験手数料返還、科目免除期間延長を申し出ます。なお、各記入事項に虚偽がないことを誓約いたします。

１．申出者情報および内容：太枠線内の必要事項をご記入の上、申出内容に○印をつけてください。
	氏　名
	
	受験番号
	2
	6
	
	
	
	
	
	
	－
	
	
	
	
	

	住　所
	〒　　　－

	
	
	電話番号
（日中の連絡先）

	申出内容（希望する内容に○印をつけてください。）

	
	受験手数料の返還

	
	経済産業省告示第１１６号に基づき科目免除期間の延長



２．令和８年熊本地震に伴う災害による影響により受験することができなかった理由
	受験することができなかった理由（次ページ参照）を必ず選択して○印をつけ、具体的な理由を記入する（複数選択可）。
（　１　・　２　・　３　・　４　・　５　）

	（具体的な理由を記入）





[bookmark: _Hlk80104706]＊ご記入いただいた内容では理由が不明な場合、別途証明書類を提出していただきます。

３．振込先口座情報
	口座名義人※
（フリガナ）
	▼カタカナ（濁点、半濁点も一文字）、アルファベット、左詰めで記入

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	口座名義人※
（漢字など）
	


（以下の口座番号等は、銀行関係またはゆうちょ銀行のいずれかを記入してください。）
	[bookmark: _Hlk80105689]金融機関名
（銀行関係）
	▼いずれかを○で囲む
銀行・信用金庫　

信用組合
	支店コード
	
	
	

	
	
	
支店

	預金種別
	普通・当座
（いずれかを○で囲む）
	口座番号
（右詰めで記入）
	
	
	
	
	
	
	

	ゆうちょ銀行
	店番
(数字３桁)
	
	
	
	預金種目
	口座番号
（数字７桁）
（右詰めで記入）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	普通・当座
（いずれかを○で囲む）
	
	
	
	
	
	
	
	


※振込先は、返還申出者ご本人様の名義の口座を記入してください。相違がある場合は、お振り込みできません。
※誤記入や記入漏れがあると振り込めない場合がありますので、ご記入後は必ず再確認をお願いします。

(注) １．申出日を含めて上記の枠内をすべて記入するとともに、氏名を自署してください。記入漏れがあった場合、不備として受け付けることができません。提出前に記入内容を必ず再確認してください。
２．受験手数料をお支払いいただいた際のオンライン決済にかかる事務手数料は返還対象とはなりません。
３．申出手続きなどにかかる情報につきましては、当会のウェブサイトで必ず最新の情報をご確認ください。

別紙


「２．令和８年熊本地震に伴う災害による影響により受験することができなかった理由」の記入方法
について

・当時の状況について以下の該当する理由（１．～５．）を選択（複数選択可）するとともに、具体的な理由を記入してください。
・具体的な理由を記入するにあたり記載欄が不足する場合は、当該欄には「別添のとおり」と記入し、任意の書式において具体的な理由を記入してください。
・理由として記入されている内容が不明な場合は、理由確認のため、別途証明書類等の提出を求める場合もありますことご了承ご理解ください。


受験することができなかった理由


１．公共交通機関の運行取り止めなどのため、試験会場へ到達することができなかった方

〇九州新幹線・在来線（ＪＲ九州）および高速バス等が不通あるいは運行数の大幅な減少のため、試験会場への行くことができなかった。
〇道路の陥没や建物倒壊など、自宅周辺が危険な状況にあり、外出する場合は生命に危険があるため、外出することができなかった。

２．ご自身が被災したことにより、試験を受験することができなかった方（熊本県在住者）

〇避難生活を続けており、受験することができなかった。
〇住居の整理に追われており、受験することができなかった。
〇余震が続いており、受験することができなかった。

３．ご家族が被災したことにより、試験を受験することができなかった方（在住地は問わないが、家族が熊本県に在住していること。）

〇試験当日に、被災した家族（親族を含む）の支援に赴くため、受験することができなかった。

４．被災に対応する業務にあたるため、試験を受験することができなかった方（在住地は問わないが、熊本地震の対応業務を求められていること。）

〇勤務先からの業務命令や取引先からの要請があったため、受験することができなかった。
〇地域としての被災対応に参加するため、受験することができなかった。

５．その他
　
〇上記１～４に該当しない理由がある方。
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